
ースーパーエンプラ加工業界のリーディング企業を目指
した取組みを推進
三木氏　当社は東レグループの関係会社として昭和36年
に創業。現在は、スーパーエンプラ加工業界のリーディン
グ企業となるべくチャレンジを続けています。市場が求め
る高機能化、高精度化、高品質化、低コスト化に総合力で
対応し、３つのプラスチック加工技術（射出成形、押出成
形、コンパウンド）の事業展開を、当社の強みである「ソ
リューション力」「複合・総合力」「品質管理力」を活かし
ながら推進しています。 
　生産・技術の拠点としては、国内に三島、岡崎、郡山、
川口の４箇所がありますが、この中で三島工場は、当社の
マザー工場としての役割があり、射出成形、押出成形、コ
ンパウンドの３事業全てを担当しており、また本社機能の
多くの部署も三島工場を拠点としているため、単なる工場
というよりは、総合事業所的な位置付けとなっています。
当工場は1962年の開設です。元々は軍の払い下げ用地で
あったため地盤が堅牢で、富士山の麓という立地から工場
用水にも恵まれているなどというメリットがあったことが、
この地が当社の主要生産拠点として選ばれた理由です。

ーコロナ禍での工場運営状況
三木氏　緊急事態宣言前後から他の会社と同様、お客
様影響から販売量／生産量は大きく下がっていましたが、
現在は回復の兆しが見え始めている状況にあると考えて
います。３つの事業の内、射出事業が今回最も影響が大
きいです。コンパウンド事業についても自動車用途を主と
した射出成形の素材生産が多いため同じように影響を受

けましたが、今、まさに回復の最中で、徐々に元の生産に
戻りつつあります。押出成形事業は、射出事業に比べて
影響は少なかったですが、それでも厳しい時期もありまし
た。これらの事業状況から収益的には厳しい状態に陥っ
てはいますが、回復に向けて取り組んでいるところです。
　一番厳しい時期には操業を抑えたり、社員を休業させ
たりしていましたが、８月頃からは社員もほとんど元の勤
務状況に戻っています。一時的に生産を停止したため在
庫が少なくなった一部の製品では挽回生産した生産系列
もありましたが、逆に、例えば岡崎工場のように８月のお
盆の連休を返上し、休み無しのフル操業をした生産系列
もありました。これは当社だけでなく日本全体でそういう
状況になっているように思います。このコロナ禍の状況で
の生産が落ちたタイミングを利用して合理化検討をこれま
で以上に実施で出来ました。在宅勤務や勤務変更なども
柔軟に行い、それらの取組みに伴って、生産現場の合理
化や事務等の業務の効率化のヒントを得た部分もあり、ア
フターコロナではそういった経験を活かして、より効率
的・合理的な生産方式や、革新的な仕組みを実現するこ
とを考え、今、一つひとつ取り組み始めているところです。 
　ものづくりの現場でのリモート化は難しいですが、コロ
ナ禍への対応を推し進めた結果、本社スタッフ部門、営
業部門などは在宅勤務化がかなり進みました。社長や役
員は、コロナ前は当たり前のように東京本社に出社してい
ましたが、現在は半分以下を在宅勤務としています。既に、
間接部門や管理部門を中心に、在宅勤務というスタイル
がもう定着し、リモート会議においては工場を含め全社
的に定着しており、逆にそちらの方がやり易いという事が
分かったという状況になっています。また、これまで改善
活動などの全社報告会・発表会を実施する際には関係者
全員が三島工場に来ていたのですが、現在は、発表者だ
けか、多くてもプラスその上司だけが来て、あとは全員リ
モート会議での出席としています。
　これらの変革で旅費、移動に関する時間を含めた無駄
などもずいぶん削減でき、金額的メリットも確実に得るこ
とが出来ています。今回のコロナ禍を振り返ると、そうい
う面ではプラスになった部分も多いため、さらにこれらを

改善活動での取組みが
コロナ禍で効果を発揮
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ニューノーマル時代を企業変革力で生き抜く
Feature 01

社　名：東レプラスチック精工株式会社
代表者：代表取締役　野尻　国治
資本金：360百万円／設　立：1961年8月11日
所在地：三島工場　静岡県駿東郡清水町柿田757

進めアフターコロナに繋げ、より効率的な会社・工場の運
営に活かすことを狙い、具体的な改善への取り組みを進
めています。

ー改善活動を通じてレベルアップしたコミュニケーショ
ンが企業風土を変革
金谷氏　今回の改善活動がスタートしたきっかけはテクノ
経営のセミナーでした。これまでは製造現場の生産性向
上活動はよく活動し指導もしてきましたが、開発・技術と
いった間接部門組織の効率化については、これまで経験
がありませんでした。テクノ経営のセミナーに参加し、是
非これをやるべきだというトップの判断でテクノ経営によ
るコンサルティングの導入が決定しました。 
　当社の企業風土として元々風通しは良かったのですが、
この活動を行うことで、技術部署の他に、品質保証、金型
など様々な開発に関係する部署が集まって活動し、これ
までとは別の次元、本音で語り合うことで、本当の意味で
の風通しの良さまでが実現できて、コミュニケーションの
レベルが上がったと思います。
　例えば一つの作業をする時に、どこの部署で作業をす
るのが一番効率的かというような視点が生まれました。自
分の部署の仕事をキッチリ実行するという風土から、会
社全体を見通した全体最適の視点が育って定着したこと
は非常に良かったと思います。
三木氏　その具体的成果としては、今回のプロジェクト後
半での「金型修正ゼロ化プロジェクト」が挙げられます。
金型は本金型に至るまで、何回か修正をする必要があり
ますが、このプロジェクトではその修正ゼロを目指し、多く
ても２回以下にするという目標で取組みました。これまで
は工場毎に個別最適で動いていたのですが、今回のプロ
ジェクトで、個別最適では目標達成が難しいということが
解り、全員が一つのチームになって目標達成を目指し取
組みました。お互いのことを考えながら情報共有しないと
前に進めることが出来ず、その取組みを繰り返し実践し
たことで、コミュニケーションがすごくレベルアップし、一
気に風通しが良くなり、企業風土・文化の変革を起こした
と感じています。私は、これが今回の活動のなかで得た大
きな成果の１つだと考えています。

ー改善活動での事前準備が新しい業務スタイルへの移
行に効果を発揮
金谷氏　今回のコロナ禍の前の段階で、コンサルティング
頂いた効率化プロジェクトの観点からテレビ会議やWEB
会議という新しいツールを日常業務の中に取り込めたこと
は非常に大きな力となりました。
　何事も、現場･現物･現実の３現主義に基づくことは重
要であることは言うまでもありませんが、分業化・専門化

された複数の組織による業務活動を効率的にするには、
３現主義に基づく情報を正しく伝えることが重要である
と、プロジェクト参加の一人ひとりが気づき、理解し、問
題意識をもって活動できました。単純に完成されたノウハ
ウやシステムを上から押し付けるようにヤレと命令するの
は簡単ですが、細かな作業手順一つに至るまで改善の魂
を込めた活動でなければきめ細かい活動や改善風土の
定着はできません。テクノ経営のご指導がなければ、改善
風土の変革は難しかったと思います。
　コロナ禍で人の移動が制限される中、情報伝達の手段
を変更するだけでなく、ノウハウレベルから改善意識を一
人ひとりが持った活動をしたことにより、情報伝達の質の
向上もできた為、生産性は落ちることなく向上し続けるこ
とができたと考えています。
　今回のプロジェクト活動を通じて、情報伝達の速度と質
が向上したことと、自発的改善意識向上により、互いに自
分達の組織の業務の在り方を客観的に見つめ直し、作業
のムダ、情報伝達のムダ、やり直し・手戻りなどのムダが減
少していき、１つ１つの製品についてムダな費用の削減
と開発期間の短縮を同時に実現することが出来ました。

ー改善活動の最大の成果は企業文化、風土の変革
三木氏　中期経営課題の方針をコロナ影響により大きく
変えることは今のところ考えておらず、特に射出事業をよ
り採算性の高い事業に変換して行きたいという目標は変
わりません。製造、間接部門、技術部署の業務を効率化
するとともに、投資採算が良い体制・仕組みの構築を実
現すべくテーマに取組んでいかなければならず、今取組み
を進めています。
　また最近、今回のプロジェクト以前と、やり切った現在
では何が変わったのかという議論をしています。私は、社
員の仕事に対する姿勢や着眼点が変わったことが一番大
きいのではと考えています。例えば、以前は３Ｓまでだった
のが、今は５Ｓに進化したという風に、仕事に対する意識
や着眼点、そして職場風土の変革を起こし定着し、企業
文化として根付いてきたことがプロジェクト以前とは大き
く変わったと感じています。これらは目に見えないもので
すが大きな成果であり、非常に良い流れになって来てい
ますので、アフターコロナに向けてもこの活動を続けて行
かなければと考えています。

COMPANY  DATA

担当コンサルタント：東日本事業部　南野  嘉也
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工場診断当日は1日で実施
「見るべきポイント」に精通したコンサルタントが、必要な情報を1日で把握します

第3者視点で現場の事実を客観的に確認
現場観察とインタビューにより過去・現在・未来の視点から課題を抽出します

経営層と現場それぞれを対象としたヒアリングを実施
経営者の想い、現場管理者の悩みの間に潜むギャップから、「あるべき姿」を考察します

フリーディスカッションによる率直な意見交換
終了時に経営層、管理職の方と意見交換を行い、提案に向けた意思疎通を図ります

客観的な姿がわかる
具体的な

課題解決策がわかる 変化のきっかけを作れる

工場診断結果報告書 コンサルティング企画
提案書

プロの目による第三者視点
で自社の現状を確認できる

将来を見据えた経営課題の
解決策が見えてくる

社内変革に向けた機運を
醸成することができる

工場診断／報告会

生産部門をはじめ、設計・開発、購買・調達など全ての部門の診断が行えます

他社事例では知りえない貴社独自の課題と解決策を知ることができます 

1
POINT

2
POINT

3
POINT

4
POINT

3 期待される効果

2 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」4つの特色

現場主義に基づき貴社工場内を調査分析し、その特性やレベルを評価して、
「あるべき姿」を明確にします

1 「テクノ経営の1日工場診断」とは

「テクノ経営の１日工場診断プログラム」「テクノ経営の１日工場診断プログラム」



1

2

3

1日 1～2週間程度 2時間程度

機密保持契約の締結機密保持契約の締結

当日の操業への支障無し当日の操業への支障無し

財務資料の準備不要財務資料の準備不要 診断に際してのご負担をおかけしません

ありのまま平常時の状況を視察します

貴社の貴重な情報を大切に扱います

［AM］ ・トップインタビュー
　　   ・現場視察
［PM］ ・現場視察
　　   ・現場管理者インタビュー
　　   ・インタビュー対象者との
　　　  意見交換

・定量・定性での現状分析

・現時点のパフォーマンス評価

・工場（企業）改革への課題抽出

・1日工場診断結果の報告

・「あるべき姿」の実現に向けた
  工場（企業）改革の具体策を
  提案

三現主義に基づき、貴社の課題を定量・定性の両側面で把握します

１日工場診断プログラムはご負担が無い、未来に向けた有効な手段です

1日工場診断STEP1 分析・評価STEP2 結果報告・提案STEP3

4 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」実施のステップ

5 「テクノ経営の1日工場診断プログラム」3つの安心

※工場（企業）様毎に、具体的なスケジュールを事前に打合せさせて頂きます

大阪オフィス

株式会社テクノ経営総合研究所 / 株式会社テクノ経営ウェブソリューションズ / Techno Management Consulting（Thailand）Co., Ltd.

〒540－0037 大阪市中央区内平野町2－3－14ライオンズビル大手前　TEL：06－6910－6797  FAX：06－6910－5897

URL：https://www.tmng.co.jp   E-mail：info@tmng.co.jp

お気軽にご相談・お問合せください

「1日工場診断工場診断プログラムプログラム」の
お問合せ・お申込先お問合せ・お申込先
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